
平成 24年 10月 1日 第 32号 

木野雅之オフィシャルサイト http://www.masakino.com/ 

久
し
ぶ
り
の 

イ
ギ
リ
ス
協
奏
曲
の
演
奏 

、
訪
れ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
町
は
活

気
に
あ
ふ
れ
て
町
は
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
幸
い
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
街
の
歓

迎
ム
ー
ド
も
最
高
潮
で
し
た
。 

昨
年
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た
自
身
の
演
奏

生
活

3
0

周
年
の
記
念

C
D

を
聞
い
て
下

さ
り
今
回
の
話
は
実
現
し
た
の
は
誠
に
素

晴
ら
し
い
事
で
皆
さ
ん
が
非
常
に
楽
し
み

に
待
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
の
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。 

リ
ハ
ー
サ
ル
は
当
日
だ
け
だ
っ
た
物
の
ゆ

っ
く
り
と
念
入
り
に
進
め
ら
れ
本
番
へ
の

緊
張
感
は
高
ま
る
ば
か
り
で
し
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
市

長
も
か
け
つ
け
て
下
さ
り
大
変
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
響
き

の
会
場
で
素
敵
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

今
回
の
は
夏
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
プ
ロ

ム
ス
音
楽
祭
の
一
環
で
し
た
が
ぜ
ひ
又
、

い
ら
し
て
下
さ
い
！
と
の
事
で
次
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
待
ち
遠
し
い
で
す
！ 

（
木
野
雅
之
） 

「
こ
の
楽
器
で
心
を
豊
か
に
」 

巨
星
が
託
し
た
名
器 

日
本
フ
ィ
ル
木
野
雅
之
さ
ん 

来
月
、
水
沢
で
慈
善
演
奏 

 

木
野
さ
ん
は
桐
朋
女
子
高
校
音
楽
家

(

同
科
の
み
男
女
共
学)

を
卒
業
後
、
ロ
ン

ド
ン
の
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
音
楽
院
に
留
学
。

渡
英
し
て
間
も
な
く
リ
ッ
チ
氏
の
演
奏
会

に
足
を
運
ぶ
機
会
が
あ
り
、
終
演
後
に
楽

屋
を
訪
れ
た
こ
と
が
最
初
の
出
会
い
だ
っ

た
。 

 

リ
ッ
チ
氏
は
１
９
１
８
年
、
米
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
に
生
ま
れ
１
０
歳
で
デ
ビ
ュ

ー
。
２
０
代
半
ば
で
第
二
次
世
界
大
戦
が

起
き
、
従
軍
し
な
が
ら
負
傷
し
た
兵
士
ら

の
慰
問
演
奏
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
ピ
ア

ノ
が
な
い
環
境
下
、
演
奏
曲
は
必
然
的
に

難
易
度
の
高
い
無
伴
奏
曲
が
中
心
に
。
こ

う
し
た
経
験
も
あ
っ
て
、
高
い
技
巧
力
を

持
っ
た
「
バ
イ
オ
リ
ン
の
巨
星
」
と
称
賛

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

リ
ッ
チ
氏
ら
数
々
の
巨
匠
か
ら
教
え
を

受
け
た
木
野
さ
ん
も
、
高
度
な
技
術
を
要

す
る
難
曲
を
得
意
と
し
た
奏
者
と
な
り
、

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
現

在
、
日
本
フ
ィ
ル
で
は
ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー(

団
員
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割

を
果
た
し
、
指
揮
者
の
す
ぐ
脇
に
座
る
バ

イ
オ
リ
ン
奏
者)

を
務
め
な
が
ら
、
ソ
リ
ス

ト
や
室
内
楽
奏
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。 

 

９
年
前
に
リ
ッ
チ
氏
か
ら
譲
ら
れ
た

「
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ス
ト
リ
オ
ー
ニ
」
は
、

同
名
の
弦
楽
器
作
家
が
イ
タ
リ
ア
北
部
の

街
ク
レ
モ
ナ
で
１
７
７
６
年
に
制
作
。
ア

メ
リ
カ
独
立
宣
言
が
あ
っ
た
こ
の
年
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
は
２
０
歳
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

に
至
っ
て
は
６
歳
の
少
年
だ
っ
た
。
名
演

奏
家
た
ち
に
よ
り
大
切
に
引
き
継
が
れ
、

リ
ッ
チ
氏
は
３
０
年
近
く
愛
用
し
て
い
た
。 

 

木
野
さ
ん
に
楽
器
を
託
す
際
、
リ
ッ
チ

氏
は
「
こ
の
楽
器
は
自
分
の
も
の
で
は
な

く
、
世
界
中
の
人
た
ち
の
財
産
だ
。
お
前

ま
た
杉
並
公
会
堂
の

オ
ー
プ
ン
も
近
く
、

そ
ち
ら
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
も
皆
様
に
是
非

い
ら
し
て 

い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

そ
れ
で
は
会
場
で
お

会
い
致
し
ま
し
ょ

う
！
ロ
ー
マ
リ
サ
イ

タ
ル
日
記 ８月２４日 Oxford Proms でベートーベンのヴァイオリン

コンチェルトの演奏を終えて Oxford Town Hall の顧問

Alan Armitageと木野雅之さんが談笑(BCCJAcumenより) 
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は
そ
れ
を
一
時
、
預
か
る
だ
け
だ
。
バ
イ

オ
リ
ン
は
演
奏
し
て
こ
そ
命
。
こ
の
楽
器

の
音
で
人
々
の
心
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が

演
奏
家
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の
責
任
は
限

り
な
く
大
き
い
」
と
告
げ
ら
れ
た
と
い
う
。 

 

こ
の
教
え
を
意
識
し
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、
昨
年
７
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
復

興
応
援
コ
ン
サ
ー
ト
」
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

平
沢
匡
朗
さ
ん=

洗
足
学
園
音
楽
大
学
講

師=

と
の
コ
ン
ビ
で
、
沿
岸
部
の
学
校
や

病
院
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。
木
野
さ
ん
は

熱
心
な
鉄
道
フ
ァ
ン
で
も
あ
り
、
コ
ン
サ

ー
ト
は
被
災
し
た
三
陸
鉄
道
の
復
旧
支
援

に
も
位
置
付
け
て
い
る
。 

 

震
災
直
後
の
訪
問
で
は
猛
暑
で
あ
り
な

が
ら
ク
ー
ラ
ー
が
な
く
、
開
け
っ
放
し
の

窓
か
ら
は
車
の
走
行
音
や
が
れ
き
処
理
の

音
と
と
も
に
、
ヘ
ド
ロ
の
腐
敗
臭
も
入
り

込
ん
で
き
た
。
自
然
災
害
と
戦
争
の
違
い

は
あ
る
に
せ
よ
、
か
っ
て
恩
師
が
経
験
し

た
負
傷
兵
士
の
慰
問
先
も
同
様
に
華
や
か

な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
は
異
な
る
環
境

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

木
野
さ
ん
は
「
名
器
を
預
か
る
演
奏
家

と
し
て
の
姿
勢
は
、
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ

と
の
中
で
最
も
大
切
に
し
て
い
る
。
先
代

か
ら
受
け
継
い
だ
宝
を
後
世
に
伝
え
る
責

任
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
の
楽
器
の
音
色
を

よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
聞
い
て
も
ら
う
べ

く
演
奏
を
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。 

 

今
回
は
３
度
目
の
被
災
地
訪
問
で
、
大

船
渡
市
内
で
の
演
奏
を
終
え
た
後
に
水
沢

に
立
ち
寄
る
。
官
民
連
携
組
織
・
復
興
支

援
奥
州
ネ
ッ
ト(

大
江
昌
嗣
代
表)

の
協
力

を
受
け
て
の
開
催
で
、
開
演
は
午
後
７
時

で
入
場
無
料
。
沿
岸
か
ら
避
難
し
て
い
る

被
災
者
の
ほ
か
一
般
住
民
の
鑑
賞
も
で
き

る
。 

 
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
で

ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
る

木
野
雅
之
さ
ん
が
１
０
月
２
３
日
、
水
沢

区
横
町
の
メ
イ
プ
ル
西
棟
１
階
、
市
ま
ち

な
か
交
流
館
で
「
復
興
応
援
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
く
。
木
野
さ
ん
が
使
用
中
の
バ
イ
オ

リ
ン
「
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ス
ト
リ
オ
ー
ニ
」

は
、
８
月
６
日
に
９
４
歳
で
他
界
し
た
恩

師
の
ル
ジ
ュ
ー
ロ
・
リ
ッ
チ
氏
か
ら
譲
り

受
け
た
名
器
。
「
こ
の
楽
器
で
人
々
の
心

を
豊
か
に
す
る
の
が
お
前
の
使
命
」
と
の

教
え
を
胸
に
、
木
野
雅
之
さ
ん
は
内
陸
部

に
避
難
し
て
い
る
被
災
者
ら
に
癒
や
し
の

音
色
を
届
け
る
。 

（
胆
江
日
日
新
聞
文
化
部
児
玉
直
人
） 

 

荘
厳
な
響
き
に
包
ま
れ
て 

球
磨
川
音
楽
祭w

ith

木
野
雅
之 

和
洋
の
音
色
が
共
鳴 

 

第
６
回
「
球
磨
川
音
楽
祭

w
ith

木
野

雅
之
」
が
７
日
に
人
吉
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ

ス
、
８
日
に
多
良
木
町
の
交
流
館
・
石
倉

で
あ
り
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
木
野
さ
ん

ん
と
世
界
で
活
躍
す
る
演
奏
家
た
ち
の
和

太
鼓
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の
和
洋
の

音
色
や
地
元
楽
団
、
合
唱
団
の
歌
声
と
演

奏
が
共
演
し
た
。 

 

人
吉
盆
地
の
生
命
や
文
化
の
源
で
あ
る

球
磨
川
の
よ
う
に
地
域
に
根
ざ
し
た
音
楽

の
祭
典
と
実
行
委
員
会(

深
水
昇
代
表)

が

主
催
し
、
高
橋
酒
造
㈱
が
協
賛
、
本
社
な

ど
後
援
。 

 

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
交
響
楽
団
の
ソ

ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
な
ど
世
界
を

舞
台
に
活
躍
す
る
木
野
さ
ん
は
、
父
親
が

湯
前
出
身
で
自
身
も
幼
少
期
を
過
ご
し
た

と
い
い
、
同
音
楽
祭
音
楽
監
督
を
務
め
、

毎
年
、
世
界
各
地
か
ら
演
奏
家
を
迎
え
る
。 

 

今
回
は
、
７
日
が
「
和
太
鼓
と
洋
楽
器

の
饗
宴
」
と
銘
打
ち
、
イ
ギ
リ
ス
在
住
で

「
世
界
が
尊
敬
す
る
日
本
人
１
０
０
人
」

に
選
ば
れ
た
和
楽
器
や
歌
の
演
奏
と
作
曲

家
と
し
て
活
躍
す
る
廣
田
丈
自
さ
ん
、
同

じ
く
イ
ギ
リ
ス
か
ら
世
界
各
地
で
演
奏
活

動
を
繰
り
広
げ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
藤
澤
玲

子
さ
ん
が
出
演
。 

 

大
ホ
ー
ル
の
広
い
ス
テ
ー
ジ
に
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
と
直
径
１
．
４
㍍
の
大
太
鼓
が

並
び
、
３
人
に
よ
る
「
秋
田
音
頭
」
で
開

幕
、
和
太
鼓
、
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
と

い
う
生
い
立
ち
も
響
き
も
異
な
る
種
の
楽

器
が
共
鳴
し
、
勇
壮
な
和
太
鼓
の
独
奏
で

は
演
奏
中
か
ら
会
場
が
沸
き
、
３
人
は
楽

器
や
曲
の
個
性
を
解
説
し
な
が
ら
奏
で
た
。 

 

地
元
の
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
楓
」
や

球
磨
川
音
楽
祭
合
唱
団
も
「
２
０
１
１
・

３
・
１
１
～
あ
の
日
の
故
郷
～
」
や
合
唱

曲
「
球
磨
川
」
で
木
野
さ
ん
や
廣
田
さ
ん

と
共
演
。
曲
の
盛
り
上
が
り
に
合
わ
せ
て

和
太
鼓
の
荘
厳
な
響
き
が
会
場
を
包
み
込

ん
で
い
た
。 

 

８
日
は
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ

ル
」
で
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏

者
で
も
あ
る
平
沢
匡
朗
さ
ん
が
登
場
。
ま

た
、
両
日
と
も
開
演
前
の
ウ
エ
ル
カ
ム
コ



平成 24年 10月 1日 第 32号 

木野雅之オフィシャルサイト http://www.masakino.com/ 

ン
サ
ー
ト
、
石
倉
で
は
弦
楽
器
の
演
奏
体

験
と
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
目
で
楽
し
ま

せ
た
。 

(

人
吉
新
聞
２
０
１
２
年
９
月
１
０
日) 

被
災
地
癒
や
す
音
色 

日
本
フ
ィ
ル
木
野
さ
ん 

大
船
渡
で
演
奏
会 

 

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の

ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
で
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
木
野
雅
之
さ
ん
は
２
２
日
夜
、

大
船
渡
市
盛
町
の
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
で
復
興

応
援
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
音
楽
を
通
じ

て
被
災
地
の
人
々
の
心
を
癒
や
し
た
。 

 

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
平
沢
匡
朗
さ
ん
の
伴
奏

に
乗
せ
て
「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」
や
「
愛

の
喜
び
」
な
ど
を
披
露
。
大
船
渡
、
釜
石

市
で
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
う
小
中
高
生
と
パ

ッ
ヘ
ル
ベ
ル
の
「
カ
ノ
ン
」
を
演
奏
し
た

ほ
か
、
大
船
渡
の
混
声
合
唱
団
「
大
船
渡

さ
ん
ご
合
唱
団
」
と
も
共
演
し
、
美
し
い

演
奏
で
会
場
を
魅
了
し
た
。 

 

共
演
し
た
千
葉
大
空
君(

大
船
渡
高
１

年)

は
「
木
野
さ
ん
の
音
色
は
全
然
違
う
。

一
緒
に
演
奏
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
し
楽

し
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。 

 

木
野
さ
ん
は
大
の
鉄
道
フ
ァ
ン
で
三
陸

鉄
道
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
で
も
あ
る
。

昨
年
７
月
以
来
の
大
船
渡
で
の
演
奏
に

「
地
元
の
皆
さ
ん
と
共
演
し
、
あ
ら
た
め

て
音
楽
の
力
を
実
感
し
た
。
今
後
も
被
災

地
を
応
援
し
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。 

(

岩
手
日
報
２
０
１
２
年
１
０
月
２
４
日) 

暑
い
夏
の
６
日
間
～
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
セ
ミ
ナ
ーin
合
歓
の
郷2

0
1
2
 

「
ま
さ
ゆ
き
新
聞
」
で
は
は
じ
め
ま
し

て
、
柴
田
義
浩
と
申
し
ま
す
。
木
野
先
生

は
じ
め
、
支
援
者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
門
下
生
、
柴
田
恵

奈
の
父
親
で
す
。
今
年
の
「
木
野
雅
之
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ーin

合
歓
の
郷
」
に

つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

合
歓
の
郷
は
、
三
重
県
志
摩
半
島
に
位

置
す
る
美
し
い
リ
ゾ
ー
ト
地
で
す
。
文
字

通
り
「
合
歓
の
木
」
を
は
じ
め
た
く
さ
ん

の
緑
が
生
い
茂
り
、
遠
く
は
英
虞
湾
か
ら

太
平
洋
へ
と
広
い
海
が
望
め
る
広
大
な
施

設
で
す
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、1

7

名

の
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
は
毎
日
練
習
に
励
み

ま
す
。
特
に
、
前
半
は
朝
か
ら
夜
ま
で
ひ

た
す
ら
木
野
先
生
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

連
日

1
0

時
間
の
レ
ッ
ス
ン
を
こ
な
す
木

野
先
生
は
お
疲
れ
か
と
思
い
き
や
、
と
て

も
生
き
生
き
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
参
加

者
の
中
で
、
ま
ち
が
い
な
く
木
野
先
生
が

一
番
楽
し
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

後
半
３
日
間
は
コ
ン
サ
ー
ト
が
続
き
ま

す
。
ま
ず
は
、
無
伴
奏
コ
ン
サ
ー
ト
。
海

岸
沿
い
の
丘
の
上
の
美
し
い
教
会
が
会
場

で
す
。

響
き
も

大
変
良

く
、
皆

さ
ん
気

持
ち
良

く
演
奏

さ
れ
ま

し
た
。 

翌
日

は
、
会

場
を
ミ

ュ
ー
ジ

ッ
ク
キ

ャ
ン
プ

の
ス
タ

ジ
オ
に

移
し
、

木
野
先

生
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
す
。
受
講
生
に
と
っ

て
は
師
匠
の
演
奏
を
か
ぶ
り
つ
き
で
聴
け

る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
遠
く
か
ら
か

け
つ
け
ら
れ
た
木
野
先
生
の
熱
心
な
フ
ァ

ン
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
合
歓

の
郷
宿
泊
中
に
偶
然
コ
ン
サ
ー
ト
を
知
っ

た
方
や
、
合
歓
の
郷
従
業
員
の
方
な
ど
で

会
場
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
い
つ
も
と
違
う

客
層
に
反
応
？
し
て
か
、
木
野
先
生
の
演

奏
は
い
つ
も
以
上
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
ピ

ア
ノ
の
佐
部
利
先
生
も
そ
れ
に
呼
応
し
、

す
ご
い
演
奏
を
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て3

日
目
は
修
了
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
コ
ン
ク
ー
ル
も
兼
ね
て
と
言
わ
れ
る

と
、
受
講
生
も
ピ
リ
ピ
リ
状
態
か
と
思
え

ば
、
い
つ
も
通
り
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰

囲
気
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

受
講
生
に
と
っ
て
は

1
0

分
程
の
演
奏
で

す
が
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
佐
部
利
先
生
は
フ

ル
出
場
、
お
尻
が
痛
く
な
る
ま
で
演
奏
が

続
き
ま
す
。
い
つ
も
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。 

修
了
式
と
記
念
写
真
（
佐
部
利
先
生
の

こ
わ
ー
い
メ
ガ
ネ
姿
に
注
目
！
）
撮
影
の

の
ち
、
お
待
ち
か
ね
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で

す
。
英
虞
湾
の
夕
日
を
見
な
が
ら
の
贅
沢

な
デ
ィ
ナ
ー
、
こ
の
船
の
名
前
は
「
雅
」、

木
野
先
生
は
自
分
の
船
だ
と
言
わ
れ
ま
す

が
、「
ま
さ
」
で
は
な
く
「
み
や
び
」
と
読

み
ま
す
。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
（
木
野
先
生
は
晴
れ
男

だ
な
と
毎
年
感
心
し
ま
す
）、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
セ
ミ
ナ
ー
は
６
日
間
の
日
程
を
無
事
修

了
し
ま
し
た
。
暑
い
中
、
お
世
話
し
て
い

た
だ
い
た
河
合
さ
ん
、
奥
脇
さ
ん
、
倉
田

さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
来
年
は
、
場
所
を
移
し
て
の
開

催
だ
そ
う
で
す
。
一
年
中
で
一
番
暑
い
時

期
に
、
木
野
さ
ん
と
受
講
生
た
ち
の
青
春

の
一
コ
マ
を
触
れ
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

 
 

 
 

（
熊
本
県
在
住 

柴
田
義
浩
） 
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